
様式２

概要説明書（その１） ※登録№

※登録年月日

※変更登録年月日

開発年月

土木分野 建築分野 （必ず、どちらかを選択してください。）

技術 工法 製品 材料 その他

省人化 省力化 経済性の向上

施工精度の向上 耐久性の向上 安全性の向上

作業環境の向上 周辺環境への影響抑制 地球環境への影響抑制

省資源・省エネルギー 品質の向上 リサイクル性向上

その他 （ ）

単独 共同研究 （ 民・民 民・官 民・学）

公的支援助成等（「Made　in　新潟　新商品調達制度」）の関連の有無

該当の有無 無し 有り Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

新技術の概要（アブストラクト）※検索結果に表示する技術の概要です（全角127文字以内）

新技術の概要

農業廃棄物となっている「もみがら」を、自社開発した装置で特殊な炭化処理をすることで、親水性で且
つ親油性の性質を持つモミガラ炭に加工して、それを水でも油でも吸うことができる液体吸着材として製
品化したものである。

③公共工事のどこに適用できるか？
・交通事故等により流出した油分や水分などの液体吸着処理
・土壌や、河川などを汚染する恐れのある液体の吸着処理

stk001@rose.ocn.ne.jp

http://shin-ten.com/

E-mail

ホームページＵＲＬ

問合せ先

進展工業株式会社

開発営業

羽田　清一

担当部署

担当者

住　所

②従来はどのような技術で対応していたか？
珪藻土などを高温で熱処理したものを液体吸着材として対応していた。

①何について何をする技術か？
モミガラを特殊な炭化処理をすることで造られる、親水性で親油性のモミガラ炭を水も油も吸うことが出
来る液体吸着材とし、油漏れ・液体漏れ事故などに対応できる技術。

新潟県新潟市西区寺地670番地7

025-267-3762

025-266-3495

Tel

Fax

会社名

コスト縮減・生産性の向上

安全・安心

油流出　　　油吸着　　　モミガラ炭

進展工業株式会社

リサイクル

環境

景観

分　野

22D1018

2011.2.25

2009年2月

技術名称

商標名等

モミガラ炭路面用液体吸着材ロードワイパー

親水・親油性のﾓﾐｶﾞﾗ炭を利用した液体吸着材

公共工事の品質確保・向上

概要説明書

区　分

開発体制
開発会社

開発目標
（複数選択可）

キーワード
（複数選択可）

自由記入

伝統・歴史・文化

mailto:stk001@rose.ocn.ne.jp
http://shin-ten.com/


様式２

概要説明書（その２）

※登録№

新技術のアピールポイント（課題解決への有効性）

新規性及び期待される効果

適用条件

適用範囲

留意事項

④適用にあたり、関係する基準及びその引用元
特になし

④その他
無し

①設計時
モミガラ炭の液体着量の目安は、2リットルのモミガラ炭で約１リットルの液体を吸着（１袋（8㍑入り）で液
体4リットルの吸着が可能）

②施工時
使用する際に炭の粉末が飛散する可能性があるためメガネ・マスク等の保護具を着装すること

③維持管理時
製造より２年以上経過したものは、液体着性能が低下している恐れがあるため使用しない。

技術名称 モミガラ炭路面用液体吸着材ロードワイパー 22D1018

親水性、親油性のモミガラ炭であり、比重が0.08と小さく軽量であるため取扱いが容易であり、重量当りの
液体吸着性能が優れている。また車両事故などでの流出で特に問題となる油分は水に浮いた状態となる
が、モミガラ炭は水面上に浮遊しながら油分を先に吸着する事となるので効率的に使用することが出来
る。

①どこに新規性があるのか？（従来技術と比較して何を改善したのか？）
・重量当りの液体吸着量が多い。
・比重が小さいため水の上に浮遊している油分を先に吸着する事が出来る。
・気化油分への引火を防ぐため包装袋にも静電気対策が施されている。
・特殊な炭化技術によって得られた親水性で且つ親油性を併せ持つモミガラ炭の性質を生かした液体吸
着材

③適用できない範囲
粘度の高い油（40ｃSt（センチストークス）以上は不適）

④関係法令等
廃棄物の処理および清掃に関する法律（吸着処理後の吸着材処理に対し）

②期待される効果は？（新技術活用のメリットは？）
・軽量であるため運搬や取扱がとても容易。
・ガソリンなどの揮発性の高い液体の吸着処理に安心して使える。
・水よりも軽いので、より汚染性の高い油分を先に吸着処理する事が出来る。
・原材料のモミガラは農業廃棄物とされているため材料の確保が容易

①自然条件
強風時には飛散しやすいため飛散防止対策が必要。

②現場条件
作業スペースの制約は特になし

③技術提供可能地域
技術提供可能地域については制限無し

①適用可能な範囲
・環境汚染源となる液体が流出した場合に吸着処理する場合
・車両などから路面や床面に流れ出した油分や、その他の水分も吸着する場合

②特に効果の高い適用範囲
保存袋にも静電気対策が施してあるため揮発性の高い油類の吸着回収にも安全に使用ができる



様式２

概要説明書（その３）

※登録№

活用の効果

向上 ( %） 同程度 低下 ( 35 %）

短縮 ( %） 同程度 増加 ( %）

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

向上 同程度 低下

活用の効果の根拠

●新技術の内訳

路面に流出した液体50ﾘｯﾄﾙを吸着処理する場合の積算　　

●従来技術の内訳

路面に流出した液体50ﾘｯﾄﾙを吸着処理する場合の積算　　

建設物価2010.3公共工事建設労務単価新
潟県参照

合計

労務費 普通作業員 0.5 人

53,880

単位 リットル

安全性

施工性

周辺環境への影響

静電気対策が施されているので揮発性の高
い油分でも安全に作業できる

軽量であるため運搬や取扱がとても容易で
ある

焼却処分をした場合、焼却残渣が少ないた
め最終処分場への負荷が軽減できる

軽量であるため水面に浮き、特に問題となる
油分を先に効率的に吸着処理する事が可能

技術名称 モミガラ炭路面用液体吸着材ロードワイパー 22D1018

比較の根拠活用の効果

性能・安全性を重視したためコスト高となった

基準数量

新技術（A）

比較する従来技術 珪藻土を使った液体吸着材

項目

経済性

50

工　程

品　質

使用方法は従来品と同様

135%

100%工　　程

53,880円

0.5日

経済性

従来技術（B) 変化値A/B（％）

普通作業員 0.5

項　　目 仕　　様 数量

40,040円

0.5日

単位
単価
(円)

金額
(円)

6,300

処分費 油類吸着ﾓﾐｶﾞﾗ炭 51 kg

材料費 ﾛｰﾄﾞﾜｲﾊﾟｰ（8L） 12 袋

労務費

あたり50ℓ基準数量：

3,200 38,400
吸着量は4.5リットル／袋
単価は公表価格（ＮＥＴＩＳにて公表）

摘　　　要

180

建設物価2010.3公共工事建設労務単価新
潟県参照人 12,600

基準数量：

9,180

50ℓ あたり

新潟市内産業廃棄物処理業者の見積
(廃油としての処理）

吸着量は12リットル／袋
単価は業者見積価格

単価
(円)

金額
(円)

摘　　　要項目 仕様 数量 単位

材料費

93 ｋｇ 180

12,600

16,740

珪藻土製液体吸着材10kg 5 袋 3,400

6,300

17,000

新潟市内産業廃棄物処理業者の見積
（廃油としての処理）処分費 油吸着珪藻土

40,040合計



様式２

概要説明書（その４）

※登録№

施工単価 歩掛りなし 歩掛りあり（ 標準 ・ 協会 ・ 自社 ）

本品の使用が想定されるのは車両事故現場などであるため、どのような液体がどのような

状態に流出しているのか、またその処理方法等によっても施工費用が大きく異なるが、

一例として50ﾘｯﾄﾙの液体を吸着処理する場合の費用を計算する。

道路面に50ﾘｯﾄﾙの流出した液体を吸着処理する場合

数量 単位

50L　÷　液体吸着量4.5L/袋　≒　12袋

（0.64kg/袋　×　12袋）　+　（50L　×　0.85）　≒　51kg

施工方法

①保存袋（静電気防止対策済み）をｶｯﾄ線で切り口を開ける

②吸着する液体に出来るだけ開口部を近づけてﾛｰﾄﾞﾜｲﾊﾟｰを振り掛ける

③液体の残り具合を見ながら必要に応じて振り掛ける量を調整する

④ 液体を吸着し終えたら、ﾎｳｷ等でﾛｰﾄﾞﾜｲﾊﾟｰを掃き集める

⑤ 液体を吸着したﾛｰﾄﾞﾜｲﾊﾟｰは回収した後、産業廃棄物としてしかるべき方法で処理する

⑥ 袋に残ったﾛｰﾄﾞﾜｲﾊﾟｰは保存袋のﾁｬｯｸをしっかり閉めて、そのまま保存することが出来る

残された課題と今後の開発計画

施工実績 あり なし

特許・実用新案

あり 出願中 出願予定 なし

あり 出願中 出願予定 なし

評価等年月日

証明等範囲

番　　号

特願2009-200675号
特願2010-41360号　特　許

平成22年5月21日

　実用新案

推防災第9号

国土交通省

０件

他の機関による
評価・証明

証明機関

制度名

番号

（財）日本消防設備安全ｾﾝﾀｰ

HR-100001-A

平成21年12月14日

油吸着ﾓﾐｶﾞﾗ炭

消防防災製品等推奨制度 NETIS

液体吸着材 A

①課題
保存期間の長期化

　新潟県の公共事業

　他の公共機関

　民間等

②計画
実際の保存状態でのモミガラ炭の経年変化を確認しながら検討する

品名・仕様等

５件

多数

9,180

合計

項目

処分費 180

53,880

38,400ﾛｰﾄﾞﾜｲﾊﾟｰ（8L）

普通作業員労務費

技術名称 モミガラ炭路面用液体吸着材ロードワイパー

袋

人

材料費

単価

6,300

金額

22D1018

12

0.5

51

3,200

12,600

kg

適用
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概要説明書（その５）

※登録№

概要図、写真等

製品梱包状況 製品形状

　　　許　容　差

幅 360mm 　　　　　±15

長 さ 600mm 　　　　　±15

炭容量 8L 　　　　　±0.3

製品状況

技術名称 モミガラ炭路面用液体吸着材ロードワイパー 22D1018

製品の形状並びに詳細
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※登録№

施工実績一覧

国土交通省

ﾛｰﾄﾞﾜｲﾊﾟｰ（8L×5袋）5箱　購入

北陸地方整備
局

平成22年7月 ﾛｰﾄﾞﾜｲﾊﾟｰ（8L×5袋）10箱　購入・使用

各消防局 平成22年3月～

技術名称 モミガラ炭路面用液体吸着材ロードワイパー 22D1018

工　事　名施工時期地域機関名

新潟市 秋葉区役所

新潟県内建設業者 各建設業者

東区役所新潟市

県
外
に
お
け
る
施
工
実
績

区分 発注者

県
内
に
お
け
る
施
工
実
績

新潟県内消防局

国土交通省 高田河川国道事務所 平成21年8月

平成22年7月

平成22年4月

ﾛｰﾄﾞﾜｲﾊﾟｰ（8L×5袋）5箱　購入

平成20年12月～

ﾛｰﾄﾞﾜｲﾊﾟｰ（8L×5袋）約100箱　購入

ﾛｰﾄﾞﾜｲﾊﾟｰ（8L×5袋）5箱　購入

ﾛｰﾄﾞﾜｲﾊﾟｰ（8L×5袋）約100箱　購入

ﾛｰﾄﾞﾜｲﾊﾟｰ（8L×5袋）約200箱　購入

ﾛｰﾄﾞﾜｲﾊﾟｰ（8L×5袋）10箱　購入

平成21年8月～新潟県内重機業者 各重機業者

平成22年6月
岩手県北上地

区消防局
岩手県北上地

区消防局



様式２

概要説明書（その7）

※登録№

023-634-3150

0256-64-3093

0250-22-3151

0778-23-8603

025-223-6681

025-231-2178

長岡市東蔵王2-7-89 0258-24-0910

新潟市江南区東早通1-2-14 025-383-1110

燕市花見字諏訪ノ越307-1

025-222-4471

0778-22-9887

0250-22-6598

0257-23-5738

nakazawa@koba
yashi-oil.co.jp

025-383-1179
masayuki-
sato@s-

meiban.com

023-625-0117

企業名

stk001@rose.oc
n.ne.jp

025-263-0123
stk004@viola.oc

n.ne.jp

羽田　清一

新潟県新潟市西区新通451番地 025-263-0011

進展工業㈱ 開発営業部

㈱新開発シス
テム

025-231-3179
akira.shimizu@n
e-niiene.co.jp

Ｅ－mail

柏崎市三和町9-7 0257-23-3107

025-266-3495

0258-24-9811

0256-62-6922

新潟県新潟市西区寺地670番地7 025-267-3762

新技術提供企業

モミガラ炭路面用液体吸着材ロードワイパー 22D1018

住所 ＴＥＬ ＦＡＸ

技術名称

担当者担当部署区分

代
表

代
表
以
外

新潟市中央区川岸町1-48-7

山形市流通センター3-8-1

常務取締役 和田　一雄

清水　明

神林　正信

福井県越前市中新庄町56-18

新潟市中央区礎町通三ノ町212-
8

㈱にいがたエ
ネルギー

営業部

小林石油㈱

佐藤　昌之

販売部 中沢　昌史

ヤマケンエコ開発㈱ 専務取締役 黄木　修治

㈲仙台名板 新潟営業所長

土田石油㈱ 代表取締役 土田　裕

燕石油販売㈱ 代表取締役

新潟市秋葉区善道寺2-11-20

本多　喬

㈲マエダ設備 代表取締役 前田　正信

大和商事㈱ 石油部長

㈱和田商会 石油営業部 大倉　光夫

mailto:stk001@rose.oc
mailto:stk004@viola.oc

